
                   スポーツの秋，芸術の秋，読書の秋 

                   １０月７日（水），秋晴れのもと，体育祭が 
開催されました。全校が一堂に会して行う学校 
行事は初めてで，カラフルなＴシャツ姿で各競 
技に取り組みました。各部の新人戦や発表会も 
多く行われました。また情報モラル研修会，ス 
マホ教室，保健講話など，大切な話を聞く機会 
も設けました。 
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名北の風 
 

テニス県新人大会に参加して 

 

テニス部     髙橋 唯（１年・名取一中出身） 

 
県新人大会は，高校に入ってから初めて大きな大会

でした。 
９月に行われた個人戦では，シングルス・ダブルスに

出場し，ダブルスは髙橋瑠奈先輩と組むということも
あって，すごく緊張していました。ですが，瑠奈先輩は
優しく声をかけてくださって，試合中も楽しくコミュ
ニケーションをとりながら臨むことができました。 
シングルス・ダブルスともに勝ち進み，決勝に出るこ

とになりました。決勝に進んだことはあまりなく，普段
以上に緊張していました。でも，先輩方や１年生のみん
なからの励ましの言葉で，一番いいプレーをすること
ができて，どちらも優勝することができました。 
１０月に行われた団体戦では，決勝トーナメントに

出場し，第３位になりました。 
これからも頑張って練習していきます。 

県選手権大会に参加して 

 

バスケットボール部   鹿野流瑠那 

（２年・岩沼北中出身） 

１０月１７日，１８日に気仙沼市で行われた県選手権
大会で私たち女子バスケットボール部は，第３位に入賞 

することができました。 

１日目の白石高校戦では８６－５１で勝ち，東北高 

校戦では，接戦の末，９１－８９で勝ち，準決勝に進む
ことができました。２日目の明成高校戦では，４８－９
９で，尚絅学院高校戦では，６８－１０１で負けという
結果でした。 

コロナの影響で思うように部活ができず，先輩方の急
な引退から初めて臨んだ公式戦でした。東北高校戦で
は，入りからリードすることができ，同点まで追いつか
れた場面もありましたが，勝ちきることができました。 

明成高校や尚絅学院高校戦では，トップレベルの技術や
自分たちに足りないもの等を学ぶことができました。た
くさん見つけた課題の改善に向けて，これからも頑張っ
ていきます。 

     体育祭を実施して      体育委員長 佐藤 慧典（３年・坂元中出身） 

今年の体育祭は，球技大会や例年通りの種目ができず，体育祭が始まる前までは，楽しみに思っていなかった人
もいたかもしれません。しかし，いざ体育祭が始まると全校生徒がとても盛り上がり、競技や応援を楽しく行うこ
とができました。各種目で３年生のみならず，２・１年生も負けず劣らずの活躍をし，総合優勝は２年６組でし
た。 
体育祭実行委員は準備期間が短い中，全員が協力して，積極的に行動して，無事に体育祭ができ，本当に良かっ

たと思います。そして，よい思い出となったと思います。来年はさらに充実した体育祭にしていってほしいと思い
ます。皆様ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

読書週間～ポップの展示～ 

 

スマホ教室に参加して 

                               伊達 陽太（２年・岩沼中） 

今回のスマホ・ケータイ安全教室に参加して，私たちが普段利用しているＳＮＳやインターネットには様々な危
険が潜んでいると分かりました。ＬＩＮＥやメールなどの文字のやり取りは，相手の受け取り方によって誤解を招
くこともあります。また，ＳＮＳでの投稿や書き込みによって相手の心を傷つけたり，犯罪に巻き込まれたりする
可能性もあります。相手の顔が見えず，匿名性が高いことから誹謗中傷，いじめなどがエスカレートしやすい点に
も注意が必要です。そのため，相手の状況や気持ちを想像し，思いやり，よく考えて行動することが大切だと思い
ました。 

 

 

 

 

運動部 各種大会で力を発揮しました 

 ９月から１１月にかけて，各競技で新人大会を始めとして，全国大会へとつながる大会が行われていま

す。女子テニス部，女子バスケットボール部が県大会で上位入賞を果たしました。  

。 
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仙南高等学校美術展に参加して 

 
美術部 佐竹 志珠（２年・船岡中出身） 

 
今回の仙南高等学校美術展は，コロナの影響で昨年よ

り少し忙しい作品制作になったと思います。１年生のと
きは静物画を中心に，見たまま描くことをしていました
が，先輩方や他校の人たちの作品を見て，沢山の改善点
を見つけました。それを糧に，今年の作品制作では，桜
並木がきれいな写真をもとに描きました。 
夏休みが例年より短かったり，テスト期間と重なった

りして大変でしたが，できる限りの時間をかけて制作す             
ることができました。 
そしてすごい作品が並ぶ中，美

育研究会賞を頂き，とてもうれし
かったです。 
先生からの講評などで気付いた

欠点をバネにして，次の美術展で
より良いものを描けるよう頑張り
ます。 

 
 

仙南音楽祭に参加して 

ギター部 山田 彩愛（２年・増田中出身） 

 
私達ギター部は，10 月 21 日に開催された第 68 回仙

南地区高等学校音楽発表会に参加させていただきまし
た。 
今年はコロナウイルスの影響で文化祭が中止になるな

ど，例年通りの発表会が行われない中，やっと迎えた発
表会でした。だからこそこの発表会に向けてこの１曲に
集中して練習ができました。グループ内で目標を立て，
一人ひとり意見を出し合いながら日々練習をしていく中
で，演奏スキルはもちろんのこと，部員の結束力も向上
してきたと思います。 
新体制になり初の発表会でもあり，こうした発表の場

に立てることがとても嬉
しかったです。次の発表
に向けて，よりよい演奏
にするためにこれからも
部員全員で練習を頑張っ
ていきます。 

 

先
日
「
夢
を
か
な
え
る
脳
と
心
の
育
て
方
～
未
来
の
カ
ギ
は
ス
マ
ホ
に
負
け
な
い
強
い
心
」
と
題
し

て
，
一
年
生
対
象
に
，
情
報
モ
ラ
ル
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
脳
科
学
の
研
究
か
ら
，
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
使
用
が
一
時
間
以
上
に
な
る
と
，
脳
活
動
の
低
下
を
誘
発
し
，
学
力
に
も
影
響
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
，
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
の
榊 

浩
平
先
生
は
，
千
葉
県

千
葉
市
の
ご
出
身
で
、
大
学
進
学
を
機
に
仙
台
市
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
脳
ト
レ
」
で
有
名
な

川
島
隆
太
教
授
の
下
で
，
脳
科
学
の
研
究
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所 

川
島
隆
太
研
究
室 

 

応
用
脳
科
学
研
究
分
野 

助
教 

博
士
（

医
学

）
榊 

浩
平 

様 

Ｑ 

今
の
お
仕
事
に
就
か
れ
た
理
由
は
？ 

Ａ 

幼
少
期
か
ら
好
奇
心
旺
盛
な
性
格
で
，
不
思
議
に
感
じ
た
物
事
を
調
べ
る 

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
，
研
究
者
を
志
し
ま
し
た
。
ま
た
，
将
来
は
好
き
な 

こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
，
研
究
者
の
中
で
も
自
分
で
自
由
に
研
究
テ
ー
マ
を
決

め
ら
れ
る
大
学
教
員
の
職
に
就
き
ま
し
た
。 

Ｑ 

今
の
お
仕
事
の
楽
し
さ
や
魅
力
は
？ 

Ａ 

楽
し
さ
は
，
誰
も
答
え
を
知
ら
な
い
謎
を
世
界
で
初
め
て
解
き
明
か
す
興
奮
と
達
成
感
を
味
わ
え

る
こ
と
で
す
。
魅
力
は
，
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
広
く
世
界
へ
発
信
す
る
こ
と
で
，
よ
り
良
い
社
会

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
こ
と
で
す
。 

Ｑ 

こ
の
お
仕
事
で
の
一
番
の
思
い
出
は
？ 

Ａ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
大
学
へ
留
学
し
た
こ
と
で
す
。
シ
ド
ニ
ー
は
他
国
籍
他
民
族
な
街

で
，
自
分
の
常
識
と
外
れ
た
行
動
も
，
文
化
が
違
う
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
，
皆
そ
れ
ぞ
れ
寛
容

に
受
け
入
れ
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
多
文
化
の
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
，
他
人
の
意
見
や
価
値

観
を
尊
重
し
て
受
け
入
れ
る
広
い
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
，
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

Ｑ 

日
頃
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？ 

Ａ 

「
落
ち
た
場
所
で
咲
く
」
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
私
の
人
生
は
挫
折
の
連
続
で
し
た
。
し
か

し
，
夢
や
志
を
持
っ
て
全
力
で
努
力
す
る
過
程
で
得
ら
れ
た
知
識
・
経
験
・
技
術
・
仲
間
，
そ
れ
ら

全
て
が
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
い
目
標
を
掲
げ
て
例
え
失
敗
し
た
と
し
て
も
，
そ
の
時

そ
の
場
所
で
自
分
に
で
き
る
最
大
限
の
努
力
を
真
摯
に
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と
や
目
標
は
？ 

Ａ 

近
い
将
来
，
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
が
発
展
し
，
人
間
に
置
き
換
わ
る
時
代
が
訪
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
機
械
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
な
く
，
人
間
な
ら
で
は
の
豊
か
な
情
操
と
創
造
力
を
発
揮
し

て
，
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
教
育
の
実
現
を
目
標
に
，
こ
れ
か
ら
研
究
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

北
高
生
の
印
象
は
？ 

Ａ 

講
演
中
の
問
い
か
け
に
対
し
て
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
答
え
て
く
れ
た
り
，
講
演
後
に
も
多
く
の

質
問
を
し
て
く
れ
た
り
し
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
，
人
前

で
自
分
の
意
見
を
堂
々
と
発
信
で
き
る
大
人
へ
と
成
長
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

Ｑ 

本
校
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！ 

Ａ 

青
春
と
は
美
し
く
儚
い
も
の
で
す
。
世
界
一
の
大
富
豪
が
ど
れ
だ
け
大
金
を
注
ぎ
込
ん
で
も
買
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
ま
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
青
春
時
代
を
生
き
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
で
無
駄
に
し
て
良
い
時
間
な
ど
一
秒
も
な
い
は
ず
で
す
。
勉
強
，
部
活
，
友
情
，

恋
愛
，
全
て
に
対
し
て
後
悔
の
な
い
よ
う
全
力
で
挑
み
ま
し
ょ
う
。
成
功
も
失
敗
も
全
て
の
経
験
が
，

こ
の
先
の
人
生
を
支
え
る
糧
に
な
り
ま
す
。
素
敵
な
仲
間
と
充
実
し
た
青
春
時
代
を
楽
し
み
，
一
生

の
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

文化部の活躍です この他にも，演劇部が仙南地区代表として 11 月の県大会に出場します。 

１１月の予定 4日(水)防災訓練 11日(水)生徒総会 19日(木)考査日割発表 26日(木)～12月 1日（火）後期中間考査 
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